
寺

文教・子ども委員会資料
平成30年2月14日
教育委員会事務局教育支援課

中学校における特別支援教室モデル事業の実施結果について

1 目的及び経緯

東京都教育委員会は、小学校における特別支援教室に引き続き、中学校における特別支援教室モ

デル事業を実施し、中学校の実情に即した在籍校・在籍学級における発達障害の生徒への支援体制

に関する具体的な課題や必要な対応策について研究・検証を行うこととした。

そこで、目黒区教育委員会は、東京都から葛飾区、狛江市、 日野市とともに委託区市として2ヵ

年（平成28年度・平成29年度）の指定を受けた。

2平成29年度実施状況

別紙1 「平成29年度中学校における特別支援教室モデル事業進行管理表」のとおり実施した。

3成果と課題

別紙2 「目黒区中学校における特別支援教室モデル事業の成果と課題」のとおり。

4今後の予定

3月 2日（金）合同校（園）長会報告

4月 中学校における特別支援教室本格実施

上以
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平成29年度目黒区立中学校における特別支援教室ﾓデﾙ事業進行管理表

年1月末現在）
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3月
､

･認＝¥東児のtHjig

･必要な環境整備についての検

討

･教材･教具の整備

･巡回指導の円滑実施に向けた

拠点校数の検討

･教室環境調

査

･巡回指導の

円滑実施に

向けた拠点校

数の検討

教材･教具の

整備
－へ

〆

･中学校における特別支援教室

検証委員会作業部会での検討

の実施

･中学校における特別支援教室

検証委員会での検証の実施

･第4回中学

校における特

別支援教室

検証委員会

作業部会で

の検討

6/29

･第4回中学

校における

特別支援教

室検証委員

会での検証

10/5

･第5回中

学校におけ

る特別支援

教室検証

委員会作

業部会での

検討

1/26

･第5回中

学校における

特別支援教

室検証委員

会での検証

2/9

･巡回指導体制の設定に向けた

手順及び留意点の再検証

巡回指導体

制の最終確

認･巡回指導

開始

＝＞
次年度の

巡回体制

の検討

･中学校特別支援教室利用支

援委員会の開催

･指導の評価･開始･終了の在り

方について検討

指導の開始と

終了の在り方

について検討

･第1回

利用支援

委員会

7/18

(4名）

｡第2回

利用支援

委員会

9/28

(2名）

･第3回

利用支

援委員

会12/7

(3名）

･第4回

利用支援

委員会

1/25

(4名）
･指導時間とは別に生徒の相談

の実施

･スクールｶｳﾝｾﾗｰとの連携体

制を構築し､相談機能の充実

･相談に関する実践事例の蓄積

と検証

･相談機能検

討・実施

･スクールｶｳﾝ

ｾﾗｰとの連絡

会4/26

･スクールカ

ｳﾝｾﾗｰ

との連絡

会9/27

･進路指導

について在

籍校との打

ち合わせ

･スクールカウ

ﾝセラーとの

連絡会2/21

、

『
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々 ;頚

･在籍学級と拠点校で作成する

個別指導計画や運模型個別指

導計画･連絡帳の有用性の確認

と様式の再検討

･学校生活支援シートの活用の

推進

･在籍生徒に

かかる学校生

活支援シート

の作成の確認

｡特別支援教

育コーディネー

ター連絡会に

おける小中連

携

･連携型個

別指導計

画､連絡帳

等の再検討

=， ｡特別支

援教育

ｺーディ

ネーター

連絡会に

おける小

中連携

･学識経験者による洲回指導の

実施

･OJT等による教員の専門性

の向上

･特別支援教室ﾓデﾙ事業協力

員の指導･助言による教員の専

門性

の向上．

･OJTの在

り方検討･協

力員による助
一
三
宮

･学識経験

者による巡

回指導6/5

(1校）

･学識経

験者によ

る巡回指

導9/22

(1校）

･学識経

験者によ

る巡回指

導

12/14

(1校）

〉

･各校における特別支援教室ﾓデ

ﾙ事業説明会の実施

･各校における発達障害に関する

校内研修の実施

･理解啓発授業の実施

･第七中学校つ

ばさ保護者説

明会

･講演会､就学

相談説明会

5/24.5/27

（106名）

･周知用ﾘｰﾌ

ﾚｯﾄの作成 、

各校あて配布

(3500枚を小

学校6年生､中

学校1.2年生

全員に配布）

･区報による理

解啓発

(5月15日

号）

･各校における

校内研修会等

の実施

･区報に

よる理解

啓発

(9月15

日号）

･講演会

ﾓデﾙ事

、

業説明会

11/18

(72名）

ｑ
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別紙2

：； 匡霊フ
（1）生徒が抱える困難さに対応した指導・支援の充実

○巡回指導教員が各校を巡回し、生徒の在籍学級での状況を十分に観察することにより、生徒が在籍学級
で抱える困難さをより一層的確に把握でき、個々の生徒の課題に応じた指導・支援が充実した。
○巡回指導教員と在籍学級担任､教科担任､保護者等が､「連携型個別指導計画」や「学びの窓（連絡帳)」
を活用して連絡・連携し、特別支援教室での指導・支援内容を在籍学級における指導・支援につなげ相互
連携・相互補完することにより、生徒の学習能力の向上や集団適応能力の向上のための指導・支援が充実
した。

○教員の授業力を高めるために教員の自己の課題を明確にし､OJTによる指導・助言を受けることので
きる「自己診断シート」を導入することで指導・支援を充実させることができた。

（2）指導・支援の継続

○小学校における特別支援教室での指導・支援を受けていた児童について、中学校においても引き続き特

別支援教室で指導をする場合の利用までの手続を新たに設定したことで､小学校から中学校への円滑かつ
確実な指導・支援の弓|継ぎを行い、個々の課題に応じ継続した指導・支援ができるようになった。

（3）指導・支援の早期開始

○巡回指導教員が､特別支援教育コーディネーターやスクールカウンセラーとともに在籍学級での行動観
察を行うことにより、特別支援教室を利用していない生徒の障害に起因する困難さに早期に気付き、在籍

学級や特別支援教室での指導・支援に早期につなげることができた。

（4）生徒の負担や不安の軽減

○在籍校において巡回による指導を受けられることや､在籍学級の時間割等に応じて特別支援教室での指

導を柔軟に設定できることにより、他校への移動に伴う生徒の負担や、在籍学級での指導を受けられない

時間に対する生徒の不安を軽減することができた。

○生徒の自尊感情や気持ちを把握するための「自分の心シート」「リクエストシート」等を新たに開発・

導入・活用し、本人の自尊感情を培いながら自己理解・自己受容を促すことで、生徒の不安を軽減すると

ともに、将来の自己実現に向けたイメージをもたせることができた。

O特別支援教室の相談機能として､巡回指導教員が中心となって生徒の進路や人間関係の不安等の相談を

受けることにより、生徒の不安を軽減し心理的安定を促すことができた。

目黒区中学校における特別支援教室モデル事業の成果と課題

1実施状況

（1）利用牛徒数 (単位：人）

（2）巡回による指導

ア拠点校

目黒区立第七中学校

イ巡回指導教員等

封

ウ指導体制と週の時程

拠点校校長は、巡回校1校につき主に指導を担当する教員を1名指定し、その担当教員が巡回による
指導を実施した。

（平成29年12月末現在） （5）特別支援教育への理解啓発の促進

○特別な支援が必要な生徒に対して身近な在籍校で指導が行われ､その成果が在籍学級で具体的に表れる

ことにより、在籍校の教員、生徒、保護者等の理解啓発が進み各校で支援を必要とする生徒に適切に支

援を行うことができるようになった。

○巡回指導教員が、各巡回校で特別支援教育コーディネーター（副）としての役割を担い、巡回校の研修

会や保護者会、校内委員会等において講演や説明等を行ったり、巡回校の教職員や保護者からの特別支援

教育に関する相談を受けたりすることにより、特別支援教育への理解啓発の促進が図れた･

（1）特別支援教育の更なる理解啓発の促進

在籍学級で少しでも困難さを抱えている全ての生徒が､個々の教育的ニーズに応じた適切な支援を臆する

ことなく受けられるように、全都の先進的な取組や目黒区の各校の工夫事例等を基に、今後も更に一層の在

籍校の教員、生徒、保護者等の理解啓発を促進する。

（2）在籍学級と特別支援教室の更なる連携の強化

特別支援教室を利用している生徒が在籍学級で自分のもてる力を十分に発揮し､充実感と達成感をもって

授業に参加できるようになるために、在籍学級と特別支援教室の指導・支援の共通化・相互補完性を高め一

貫性のある効果的な指導・支援を実施する必要がある。在籍学級と特別支援教室が連携した実態把握、退級

に向けた指導目標の設定とその手だての共有、実際の指導・支援の充実等を目指し、今後も更に一層の連携

の強化を図る。

（3）生徒1人あたりの指導時数 (平成29年12月末現存）
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巡回指導教員 3人
特別支援教室

モデル事業協力員
1人 巡回指導教員 4人

特別支援教室

モデル事業協力員
1人

曜日 月 火 水 木 金

教員 A B C ， E A B C ， E A B C ， E A B C ， E A B C ， E

出勤

1

2

3

4

給食

5

6

退勤

拠
点
校
指
導
・
校
内
委
員
会
等
〔
Ｆ
校
〕

巡
回
指
導
・
校
内
委
員
会
等
〔
Ｌ
校
〕

巡
回
指
導
・
校
内
委
員
会
等
〔
Ｊ
校
〕

巡
回
指
導
・
行
動
観
察
等
〔
Ｎ
校
〕

巡
回
指
導
Ｐ
行
動
観
察
等
〔
Ｌ
校
〕

拠
点
校
指
導
・
行
動
観
察
等
〔
Ｆ
校
〕

巡
回
指
導
・
行
動
観
察
等
〔
１
校
〕

巡
回
指
導
・
行
動
観
察
等
〔
Ｍ
校
〕

巡
回
指
導
・
行
動
観
察
等
〔
Ｈ
校
〕

拠
点
校
指
導
・
行
動
観
察
等
〔
Ｆ
校
〕

巡
回
指
導
〔
Ｇ
校
〕

巡
回
指
導
〔
Ｌ
校
〕

巡
回
指
導
〔
Ｋ
校
〕

巡
回
指
導
〔
Ｈ
校
〕

巡
回
指
導
〔
Ｆ
校
〕

拠点校
巡回指導員会議

拠点校
職員会議等

拠
点
校
指
導
〔
Ｆ
校
〕

拠
点
校
指
導
〔
Ｆ
校
〕

拠
点
校
指
導
〔
Ｆ
校
〕

拠
点
校
指
導
〔
Ｆ
校
〕

拠
点
校
指
導
〔
Ｆ
校
〕

拠点校

巡回指導員会議

拠
点
校
指
導
・
行
動
観
察
等
〔
Ｆ
校
〕

巡
回
指
導
・
校
内
委
員
会
等
〔
Ｇ
校
〕

巡
回
指
導
・
行
動
観
察
等
〔
Ｋ
校
〕

巡
回
指
導
・
校
内
委
員
会
等
〔
Ｈ
校
〕

巡
回
指
導
〔
Ｎ
校
〕
・
拠
点
校
指
導
〔
Ｆ
校
〕
．

指導時数 1時間 2時間 3時間 4時間 5時間 8時間 計

利用人数 4人 21人 2人 1人 2人 2人 32人




